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職
業
安
定
協
力
員
繊
度
の
意
義

公
共
職
業
安
定
所
（
以
下
「
安
定
所
」
と
い
ふ
）
　
は
原
則
と
し
て
比
較
的
人
口
線
度

も
高
く
鞍
た
賛
美
所
の
多
い
い
わ
ゆ
る
請
要
地
に
多
く
設
置
さ
れ
、
そ
の
反
面
農
村

漁
村
山
脳
僻
地
等
人
口
密
度
も
稀
薄
で
恕
楽
所
も
少
く
、
交
通
不
便
な
地
域
に
は
殆

ん
ど
設
置
さ
れ
て
い
な
い
と
ゆ
ふ
欠
点
を
も
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の
地

域
に
裁
て
ば
犠
薬
安
定
機
関
の
サ
ー
ビ
ス
が
十
分
∴
∵
替
と
ど
か
な
い
憾
み
が
も
り
、

こ
れ
が
た
め
こ
れ
ら
の
地
域
に
安
定
所
の
サ
ー
ビ
ス
の
徹
境
が
深
く
望
ま
れ
て
い
た

と
こ
ろ
で
め
る
。
良
に
身
体
韓
聾
者
岡
頴
ま
た
は
片
親
を
欠
ぐ
年
少
者
同
和
地
区
求

職
者
等
機
業
紹
介
に
当
り
特
別
の
配
属
を
必
嬰
と
す
る
も
の
に
対
し
て
は
民
間
の
有

識
者
の
敵
方
を
得
て
職
業
援
護
を
行
な
う
韓
の
必
要
性
が
か
ね
て
か
ら
痛
感
さ
れ
て

い
た
次
第
で
め
る
。
戯
菜
駒
力
黄
繊
度
は
こ
れ
ら
の
要
諦
に
応
じ
て
新
し
く
強
運
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

助
力
賞
が
主
と
し
て
相
談
に
あ
た
る
必
要
が
捻
る
と
認
め
ら
れ
る
求
職
者

的
∴
安
定
所
の
所
在
斑
よ
り
遠
隔
地
に
居
住
し
て
い
る
殿
村
三
二
第
等
の
東
戯

者
梱
∴
同
和
地
区
に
居
住
す
る
求
職
番

い
　
身
体
障
富
者
胸
灘
又
は
片
親
を
欠
ぐ
年
少
者
釈
放
者
両
年
合
着
そ
の
他
職

業
紹
介
に
当
り
特
別
の
磁
感
を
必
要
す
る
求
職
者

故
力
寅
が
行
な
う
職
業
細
談

晩
方
寅
の
行
ふ
職
業
柄
験
は
二
言
で
い
う
な
ら
ば
安
定
所
の
窓
口
で
行
う
職
業

柄
数
と
い
う
聾
が
で
き
る
。

以
上
は
条
項
又
は
競
走
の
硯
蛾
で
あ
り
ま
す
が
、
か
ゝ
る
慈
味
に
於
を
ま
し
て
職
業

安
定
脇
刀
自
制
度
が
輔
釆
ま
し
た
。
本
村
で
は
公
共
職
業
安
定
脇
力
寅
と
し
て
左
記

の
方
を
推
黙
し
、
こ
の
た
び
労
働
大
臣
か
ら
翰
力
質
を
婆
騙
さ
れ
ま
し
た
か
ら
、
求

職
就
職
に
つ
い
て
相
談
に
応
せ
ら
れ
ま
す
か
ら
、
遠
願
を
く
利
用
せ
ら
れ
ま
し
て
、

－
寮
の
幸
福
を
お
図
り
下
さ
い
。

謁

遠
督
村
大
字
忠
生
漆
　
原
白
虎
戯
氏
　
（
民
生
安
国
）

昭
和
三
十
五
年
六
月
よ
り
公
共
職
業
安
定
所
に
職
業
安
定
磁
力
寅
が
設
置
さ
れ
ま
し

な
○



賎
業
安
定
閻
力
昏
規
定

（設置）
第
二
条
公
英
職
業
安
定
所
の
行
な
う
職
業
紹
介
に
関
す
る
業
務
の
円
滑
な
運
営

に
資
す
る
た
め
公
共
職
業
安
定
所
に
職
業
安
定
脇
力
昏
（
以
下
「
敵
方
早
と

い
う
）
　
を
置
く

（委嘱）
第
二
祭
物
力
寅
は
．
社
会
的
信
望
が
あ
り
か
つ
公
共
職
業
安
定
所
の
行
な
う
兼
務

に
深
い
関
心
と
理
解
を
も
つ
着
の
う
ち
か
ら
労
働
大
臣
が
変
態
す
る

（職務）
響
三
乗
腕
力
員
は
公
裳
職
業
安
定
所
黄
の
指
示
を
受
け
て
公
共
職
業
安
定
所
に

直
接
求
職
の
由
込
み
を
行
な
う
苺
の
匪
難
を
求
職
者
又
は
懸
巣
に
就
く
こ
と
に

つ
い
て
鱒
別
の
配
魔
を
必
要
と
す
る
求
職
に
対
す
る
職
業
の
相
識
こ
れ
ら
の
求

職
者
に
つ
い
て
の
率
業
主
に
対
す
る
雇
用
の
勧
奨
そ
の
他
公
実
戦
楽
安
定
所
の

行
を
う
撥
薬
紹
介
に
つ
い
て
腕
力
に
関
す
寧
務
を
行
ふ

（任期等）第
四
条
協
力
賞
の
任
規
は
二
年
と
す
る
　
C
e
そ
の
任
期
が
瀦
了
し
た
と
き
は
後

任
者
が
委
嘱
す
る
ま
で
引
き
続
き
触
診
な
行
ふ
者
と
す
る
　
5
脇
カ
国
は
非
常

勤
と
す
る

（
秘
密
を
守
る
義
務
）

第
五
条
脇
力
寅
及
び
腕
力
費
で
あ
っ
た
若
は
国
家
公
務
自
転
（
隠
和
義
給
式
年

法
律
第
三
〇
号
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
雄
務
に
ょ
り
知
り
得
た
秘

密
を
端
ら
し
て
は
な
ら
、
な
い

（
政
治
的
行
為
の
制
限
）

第
六
余
韻
力
箆
は
国
家
公
務
農
法
に
規
定
に
よ
る
政
治
行
為
を
し
て
な
ら
な
い

（
そ
の
他
の
輩
項
）

第
七
条
こ
の
競
走
に
定
め
る
も
の
ゝ
は
ふ
竺
扮
力
箆
に
関
し
て
必
要
な
塾
頭
は
労

働
省
職
薬
安
定
局
が
定
め
る
。

金
庫
破
り
寧
件
に
対
す
る
被
害
防
止
の

協
　
力
　
依
　
頼
　
に
　
つ
　
い
　
て

本
年
二
月
十
九
日
に
金
庫
破
り
な
ど
に
対
す
る
接
管
蛎
止
に
つ
い
て
み
な
さ
ん
の

へ
ん
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鹸
カ
を
措
ね
が
直
し
を
し
た
が
最
近
ま
た
八
旛
市
内
そ
の
他
で
余
塵
綴
り
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

会
社
、
工
場
、
暫
発
揚
、
官
公
馨
、
学
校
な
ど
縞
付
け
の
金
庫
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
、

に
つ
い
て
は
平
謙
十
分
の
法
憩
を
い
た
さ
れ
い
る
こ
と
と
思
言
い
ま
す
が
あ
ら
た
め
て

つ
晋
の
諸
点
の
点
検
を
行
羊
、
按
筈
蛎
止
に
最
善
の
描
蛙
を
し
て
い
た
ゞ
さ
凄
い
と

思
い
ま
す
。

適

塾
慈
改
善
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
こ
と

－
、
　
施
設
面
か
ら
の
検
討

山
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
金
庫
代
用
に
使
わ
な
い
拳

キ

ャ

ビ

ネ

ッ

ト

は

元

米

、

番

雄

と

し

て

造

ら

れ

淀

も

の

で

鉄

板

も

薄

く

、

ド

ラ

イ
バ
ー
等
で
飽
単
に
こ
じ
あ
げ
ら
れ
る
。

㈲
瑠
え
護
を
金
庫
の
政
鉄
板
を
破
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

金
庫
の
輿
鉄
板
を
破
る
方
法
は
金
庫
メ
ー
カ
ー
の
盲
点
を
つ
い
た
も
の
で
、
胎

和
二
十
年
以
秘
に
製
降
さ
れ
た
も
の
が
特
に
晦
験
で
あ
る
と
い
う
将
門
家
の
愚

見
で
す
防
止
方
法
と
し
て
は
壊
鉄
板
の
継
ぎ
目
の
熔
接
、
軍
部
を
固
め
移
動
を

不
能
は
す
る
、
肉
離
鉄
板
三
二
適
に
す
る
等
の
構
造
の
改
善
が
望
ま
れ
る

個
結
え
挫
き
余
塵
の
表
鉄
板
の
髄
強
、
こ
れ
は
金
庫
を
残
る
時
、
タ
オ
リ
、
座
プ

ト
ン
等
を
当
て
、
音
を
消
し
な
が
ら
タ
ガ
ネ
で
穴
を
あ
け
そ
こ
あ
ら
切
っ
て
行

く
と
い
う
や
り
方
で
、
こ
れ
が
防
音
摺
鐙
と
し
て
は
ダ
イ
ヤ
ル
錠
、
護
板
の
鶴

騒
籍
を
す
る
。

な
お
、
何
れ
の
場
合
も
金
庫
の
関
燐
と
同
時
は
鳴
る
蟹
殻
器
の
取
り
つ
け
ば
巌

も
効
果
的
と
思
わ
れ
る
。

三
　
人
の
面
か
ら
検
認

同
宿
庭
園
と
宿
寝
室
の
位
置
の
検
討
を
行
う
こ
と
、
捕
え
付
け
金
庫
と
宿
彊
蔓
と

が
躍
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
狙
わ
れ
て
い
る
の
で
、
腎
臓
構
彊
賃
の
増
強
を

は
め
る
と
と
も
に
宿
直
呂
に
ょ
る
軽
視
が
容
易
に
行
あ
れ
る
よ
う
宿
画
室
の
位

置
燐
造
等
に
つ
い
て
の
改
善
検
討
を
行
う
こ
と
。

勧
町
は
づ
れ
の
会
社
・
官
庁
の
支
店
・
支
所
、
学
校
等
に
つ
い
て
は
簿
に
自
衛
防

犯
態
勢
を
頚
化
す
る
こ
と
。

勧
風
雨
の
韻
小
夜
又
は
土
曜
日
、
日
曜
導
管
鱗
に
油
断
が
捻
る
時
に
多
く
温
も
れ

て
い
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
璃
合
の
警
戒
籍
蛙
に
つ
い
て
一
段
の
配
意
を
必
要

と
さ
れ
る
。



㈲
食
塵
盗
は
縛
に
犯
行
に
或
る
程
度
の
時
間
を
必
要
と
す
る
と
こ
ろ
書
、
投
入

時
に
は
穏
密
の
閲
に
遥
入
る
必
要
が
あ
り
富
も
不
完
全
な
箇
所
を
鯨
に
選
建

す
る
の
で
、
戸
締
り
に
つ
い
て
は
充
分
溺
薗
す
る
こ
と
o

㈲
金
庫
破
。
等
は
多
く
一
丁
三
人
が
組
ん
で
行
警
て
・
い
る
よ
う
で
あ
る
か
ら
、

非
常
の
場
合
の
連
絡
方
法
等
に
つ
い
て
充
分
検
討
し
て
お
く
こ
と
。

特
に
防
犯
蟹
殻
器
の
書
画
利
用
に
つ
い
て
近
隣
と
の
連
絡
を
密
に
し
て
お
く
こ

㈹
金
枝
破
。
は
昼
間
執
務
時
間
中
と
も
い
え
ど
も
建
物
内
鯨
の
桜
通
、
金
塵
の
位

置
投
入
口
、
措
憩
室
と
の
関
係
等
に
つ
い
て
下
見
に
来
る
の
で
、
不
審
者
を
発

見
さ
れ
た
場
合
は
彊
ち
に
二
〇
番
へ
黒
潮
す
る
と
や
最
寄
り
の
旅
出
所
、

駐
在
所
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

◎
硬
箸
の
早
期
届
出
に
つ
い
て
竺
楼
害
が
発
生
し
た
晴
は
未
遂
、
既
遂
を
問
わ
ず

ま
た
被
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
窺
潟
を
保
有
し
て
速
や
か
に
二
〇
番
（
瞥
祭
）

に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

昭
和
三
十
六
年
三
月
　
　
臼

折
鬼
轡
繁
地
区
陽
独
断
会

折

　

尾

　

讃

　

察

　

零

遠
賀
村
赤
－
ち
ゃ
ん
大
会

本
村
主
催
三
十
六
年
度
赤
ち
ゃ
ん
大
会
を
乳
児
云
検
診
を
か
ね
開
催
し
ま
す
の
で

該
当
児
は
健
康
診
断
の
愚
昧
で
会
員
参
加
し
て
下
さ
い
。

実
施
日
　
四
月
二
十
日
　
受
付
牛
后
一
時
～
二
時
ま
で
　
公
民
館
湖
餌

該
当
児
　
昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
三
十
六
年
三
月
三
十
言
ま
で
の

出
生
児

狂
犬
病
予
防
施
射
及
登
録
実
施

狂
犬
病
予
臨
港
に
塞
き
三
十
六
年
度
登
録
及
び
第
一
回
目
の
狂
犬
病
予
陳
注
射
を
左

記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
番
犬
所
有
著
は
鴻
れ
な
く
実
施
し
て
下
さ
い
。
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月 �月 �月 �月 

十 �十 �十 �十 �時 
jL �JL �ノ＼ �八 

欝 �臼 �臼 �・日 
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騰 �十 時 �晴 �十 捲 
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十 
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鞘 J �大 小 �窺 
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面 �電 �園 �国 

日 �菌 �自 �数 
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克 臼 �合 �十 日 �日 

午 后 �博 

時 �騰 �時 �蘭 
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蒔 �轄 �蒔 

† � �役 場 研 修 所 陛 �場 所 

一七害－－・‾」‾‾∴－　＿＿＿＿．＿－

定
期
予
防
接
種
の
実
施

「
種
澄
及
百
日
咳
デ
フ
テ
リ
ア
の
予
擬
態
種
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
乳
幼
児

実

施

日

時

及

場

所

∵
繊
チ
ア
ス
パ
ラ
チ
ブ
ス
の
予
防
接
種
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
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月i 士 �月 ���旦 

八 ��千 五 日 �十 凶 日 �日 

曾 �飼 �EI 

午 志后 I 樽 �勝 間 

l 〝 � �役 霧 研 修 所 階 �浅 水 小 学 校 �愚 、勘 小 学 校 �霧 所 
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実

施

日

時

及
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